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土
曜
の
朝


新
聞
の
重
さ

に
驚
い
た


不
動
産
関
連

６
枚

墓
地

・
葬
儀
関
連

３
枚

パ
チ

ン
コ
店

ス

パ


進

学
塾
各
２
枚

紳
士
服
大

手
１
枚

そ
の
他
行
政
か

ら
の
お
知
ら
せ
な
ど

県

境
を
ま
た
ぐ
移
動
制
限
が

解
除
さ
れ
経
済
が
動
き
始

め
た
２０
日

折
り
込
み
チ

ラ
シ
の
量
が
一
気
に
増
え

た
▼
コ
ロ
ナ
前
の
土
曜
日

と
比
べ
れ
ば
ま
だ
３
分
の

１
に
も
満
た
な
い
が

そ

れ
で
も
市
井
の
経
済
が
動

き
始
め
た
と
実
感
で
き
る

枚
数
だ

た

新
聞
販
売

店
も
収
入
の
半
分
近
く
を

チ
ラ
シ
広
告
の
配
布
で
稼

い
で
い
る
た
め

飲
食
店

ほ
ど
で
は
な
い
に
し
ろ
厳

し
い
経
営
が
続
い
て
い
た

▼
日
曜
日
に
は
高
速
道
路

で
渋
滞
が
発
生
し

普
段

な
ら
舌
打
ち
す
る
と
こ
ろ

を
日
常
が
戻

た
と
喜
ぶ

ド
ラ
イ
バ

の
イ
ン
タ
ビ



や

動
物
園
や
公
園

で
は
し

ぐ
子
供
た
ち
の

笑
顔
も
テ
レ
ビ
で
見
た


第
２
波

第
３
波
の
襲
来

は
知

て
い
る
が

こ
の

週
末
は
と
り
あ
え
ず
の
開

放
感
を
楽
し
ん
で
い
る
▼

た
だ

土
曜
日
の
折
り
込

み
チ
ラ
シ
に
求
人
広
告
は

１
枚
も
な
い

経
済
活
動

再
開
に
向
け
世
間
が
動
き

始
め
た
と
は
い
え

手
探

り
の
業
界
は
ア
ル
バ
イ
ト

募
集
を
躊
躇
せ
ざ
る
を
得

な
い
の
か

と
り
あ
え
ず

の
開
放
感
に
も
無
縁
の
職

種
は
少
な
く
な
い


一
般
食
料
缶
︵
飲
料
を
除

く
丸
缶
︶
は
４
・
６
％
減


２０
万
５
千
ｔ
︵
２
千
７
９
８

万
箱
︶

水
産
缶
︵
５
・
５

％
減
︶

果
実
缶
︵
２
・
２

％
減
︶

野
菜
缶
︵
４
％

減
︶

調
理
・
特
殊
缶
︵
６

・
４
％
減
︶
と
軒
並
み
減
産

と
な

た

食
肉
缶
︵
７
・

４
％
増
︶
は
﹁
や
き
と
り
﹂

﹁
コ

ン
ビ

フ
﹂
が
伸
長

し
た

飲
料
缶
は
６
・
２
％

減
︵
２
２
９
万
ｔ

３
億
７

千
４
１
４
万
箱
︶

全
体
の

８
割
を
占
め
る
コ

ヒ

が

大
き
く
減
少
し
た


水
産
缶
は

最
大
品
目
の

ツ
ナ
︵
ま
ぐ
ろ
・
か
つ
お

類
︶
が
１
・
３
％
減
︵
３
万

１
千
３
４
５
ｔ

６
４
０
万

箱
︶

原
料
価
格
に
も
恵
ま

れ

か
つ
お
が
１０
・
６
％
増

︵
２
２
７
万
箱
︶
と
伸
長
し

た
が

ま
ぐ
ろ
が
５
・
４
％

減
︵
４
１
２
万
箱
︶
と
落
ち

込
ん
だ


さ
ば
缶
は
９
・
４
％
減

︵
４
万
４
千
８
７
８
ｔ

４

８
３
万
箱
︶

原
料
状
況
の

悪
化
で
５
千
ｔ
の
減
少
だ

が

一
昨
年
比
で
は
１５
％
増

の
高
水
準
が
続
く

い
わ
し

缶
は
８
・
６
％
増
︵
７
千
８

５
４
ｔ

１
１
８
万
箱
︶
と

伸
長

原
料
状
況
に
恵
ま

れ

さ
ば
・
さ
ん
ま
か
ら
の

シ
フ
ト
も
進
ん
だ

さ
ん
ま

缶
は
２０
・
１
％
減
︵
５
千
３

８
１
ｔ

９１
万
箱
︶

長
引

く
不
漁
で

１
０
０
万
箱
を

割
り
込
ん
だ


そ
の
ほ
か

水
産
缶
で
は

あ
さ
り
︵
３
・
８
％
増

１０

万
箱
︶
が
堅
調

か
に
︵
１３

・
８
％
減

２８
万

箱
︶

ほ
た
て

︵
１１
・
３
％
減


１６
万
箱
︶

い
か

︵
４
・
８
％
減


１３
万
箱
︶
は
減
少

傾
向
が
続
く

さ

け
︵
３
・
８
％

増

３０
万
箱
︶


赤
貝
︵
５６
％
増


７
万
箱
︶
は
前
年

よ
り
回
復
し
た

が

依
然
低
水
準

に
あ
る


果
実
缶
は

主
力
の
み
か

ん
缶
が
丸
缶
︵
１
・
１
％

減

９１
万
箱
︶

大
缶
︵
０

・
３
％
減


９

万

４

千

箱
︶

も
も
は
丸
缶
︵
６
・

１
％
減

２７
万
箱
︶

大
缶

︵
１０
・
９
％

増



１７

万

箱
︶

そ
の
他
果
実
は
丸
缶

︵
３
％
減

３７
万
箱
︶

大

缶
︵
３０
・
１
％
増

４３
万

箱
︶

丸
缶
で
は
フ
ル

ツ

み
つ
豆
︵
２
％
増

２６
万

箱
︶
が
堅
調

パ
イ
ン
ア


プ
ル
も
沖
縄
産
が
２６
％
増
と

回
復

果
実
全
体
で
は
丸
缶

が
減
産
も

リ
パ

ク
や
業

務
用
主
体
の
大
缶
︵
１８
リ


ト
ル
缶
︶
が
好
調
で

び
ん

詰
も
含
め
た
ト

タ
ル
で
は

３
％
増
︵
４
２
２
万
箱
︶
と

な

た


野
菜
缶
は
４
％
減

最
大

品
目
の
ス
イ

ト
コ

ン
は

５
・
８
％
増
︵
１
万
３
千

ｔ

１
３
７
万
箱
︶

輸
入

原
料
の
リ
パ

ク
品
が
前
年

並
み
︵
約
１
万
１
千
ｔ
︶
だ


た
が

北
海
道
産
が
５１
％

増
︵
２
千
３
０
０
ｔ
︶
と
回

復
し
た

一
方
で

ゆ
で
あ

ず
き
は
１３
・
７
％
減
︵
１
１

２
万
箱
︶

原
料
高
騰
の
影

響
を
受
け
た

大
缶
で
は


た
け
の
こ
１７
・
６
％
減
︵
１９

万
箱
︶

ト
マ
ト
は
９
・
４

％
増
︵
９
万
７
千
箱
︶


食
肉
缶
は

や
き
と
り
１０

％
増
︵
６２
万
箱
︶

コ

ン

ビ

フ
２１
％
増
︵
２５
万
箱
︶

が
好
調

や
き
と
り
は
備
蓄

需
要
の
高
ま
り
も
あ
り

需

要
増
が
続
く

コ

ン
ビ


フ
は
大
手
銘
柄
の
新
容
器
切

り
替
え
も
あ
り

コ

ン
ビ


フ
・
ニ


コ
ン
ミ

ト

と
も
に
増
産
と
な

た


調
理
缶
は

備
蓄
需
要
で

飯
類
︵
３１
％
増
︶
が
伸
長


ス

プ
類
は
６
・
２
％
減


暖
冬
傾
向
で
コ

ン
ス

プ

等
が
減
少
し
た


び
ん
詰
は
ジ

ム
２
・
３

％
減
︵
６
３
２
万
箱
︶

え

の
き
茸
７
・
１
％
増
︵
１
０

３
万
箱
︶

の
り
は
前
年
並

み
︵
６７
万
箱
︶

ベ
ビ

フ


ド
３
・
５
％
増
︵
６２
万

箱
︶
な
ど

め
ん
つ
ゆ
等
が

含
ま
れ
る

そ
の
他
調
理
・

特
殊
び
ん
詰
は
１０
・
８
％
減

︵
９０
万
箱
︶

一
部
製
品
の

Ｐ
Ｅ
Ｔ
化
で

２
年
連
続
の

二
ケ
タ
減


飲
料
缶
は

最
大
品
目
の

コ

ヒ

が
９
・
８
％
減

︵
３
億
２
８
５
万
箱
︶

果

実
飲
料
は
果
実
ド
リ
ン
ク


果
粒
入
り
が
前
年
を
上
回


た
が

果
実
ジ


ス
が
減

少

野
菜
飲
料
は
１３
・
９
％

減

ト
マ
ト
ジ


ス
６
・

５
％
増
︵
２
４
０
万
箱
︶


野
菜
ミ

ク
ス
１６
・
１
％
減

︵
４
５
３
万
箱
︶


な
お

国
内
生
産
量
と
輸

入
量
を
加
味
し
た
１９
年
の
缶

び
ん
詰
国
内
供
給
量
は
９６
万

ｔ
︵
１
・
９
％
減
︶
と
な


た


日
本
缶
詰
び
ん
詰
協
会
が
ま
と
め
た
１９
年
︵
１
｜
１２

月
︶
の
缶
詰
・
び
ん
詰
国
内
生
産
量
は
前
年
比
５
・
９

％
減

２
５
７
万
５
千
ｔ
︵
実
箱
換
算

４
億
１
千
４

０
４
万
箱
︶
と
な

た

こ
の
う
ち

飲
料
缶
詰
を
除

く
一
般
食
料
缶
び
ん
詰
の
生
産
量
は
前
年
比
３
・
５
％

減
の
２８
万
４
千
４
７
０
ｔ
︵
３
千
９
８
９
万
箱
︶

昨

年
よ
り
減
少
幅
を
縮
め
た
も
の
の

原
料
事
情
の
悪
化

を
背
景
に
水
産

果
実

野
菜
な
ど
多
く
の
主
力
品
目

が
減
産
と
な
り

実
箱
換
算
で
は
初
め
て
４
千
万
箱
を

下
回

た

一
方

レ
ト
ル
ト
食
品
は
前
年
比
１
％

増

３８
万
３
千
ｔ
︵
５
千
７
０
１
万
箱
︶
と
３
年
連
続

で
過
去
最
高
を
更
新
し
た
︵
一
部
既
報
︶


�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

菊
水
は
１１
日
付
で
種
村
洋

一
郎
専
務
�
写
真
�
が
代
表

取
締
役
社
長
に
昇
格

杉
野

邦
彦
社
長
は
代
表
取
締
役
会

長
に
昇
任
し
た


創
業
７０
年
周
年
を
迎
え
た

前
３
月
期
に

北
海
道
本
社

の
生
麺
メ

カ

と
し
て
初

の
売
上
高
１
０
０
億
円
を
達

成

節
目
に
社
長
を
交
代
し

次
の
１
０
０
年
に
向
け
て
新

組
織
で
ス
タ

ト
す
る


︻
略
歴
︼
種
村
洋
一
郎
氏

︵
た
ね
む
ら
・
よ
う
い
ち
ろ

う
︶
▽
生
年
月
日
�
１
９
６

０
年
５
月
３１
日
生
ま
れ

６０

歳
▽
経
歴
�
１
９
８
１
年
３

月
北
海
道
自
動
車
短
期
大
学

︵
現
北
海
道
科
学
大
学
短
期

大
学
部
自
動
車
工
学
科
︶
卒

業

９２
年
５
月
同
社
入
社


２
０
０
６
年
６
月
取
締
役


１６
年
６
月
常
務
取
締
役

１９

年
６
月
専
務
取
締
役

２０
年

６
月
代
表
取
締
役
社
長


キ
リ
ン
ビ

ル
は

国
内

で
製
造
・
販
売
す
る
ビ


ル

発
泡
酒

新
ジ

ン

ル

ノ
ン
ア
ル
コ

ル
ビ


ル
の
缶
・
び
ん
商
品
に
つ
い

て

製
造
時
期
表
示
を
従
来

の
﹁
年
月
旬
﹂
表
示
か
ら


１０
月
１
日
製
造
分
よ
り
﹁
年

月
﹂
表
示
に
切
り
替
え
る
�

写
真
︵
イ
メ

ジ
︶


こ
れ
に
よ
り
管
理
が
緩
和

さ
れ

保
管
管
理
や
出
荷
業

務
の
効
率
化
だ

け
で
な
く

流

通
側
で
の
在
庫

管
理
や
店
頭
陳

列
な
ど
で
の
省

力
化
が
期
待
で

き

サ
プ
ラ
イ

チ


ン
全
体

で
の
効
率
化
に

つ
な
げ
た
い
考

え
だ

な
お


同
社
検
査
の
結

果

表
示
の
変

更
に
よ
る
品
質

上
の
問
題
は
な

い
と
い
う


１０６．４２，０１７１０，８９９ペットフード

１０１５７，０１４３８３，２００レトルト食品

９６．５３９，８９８２８４，４７０飲料除く総合計

９４．１４１４，０３９２，５７５，４１７総合計

９７．９１０，２８５４９，３０１びん詰計

９７．４３，２９７１６，８４９その他

９７．７６，３１９２７，２５０ジャム

１００６６８５，２０１のり

（びん詰）

１０２．３１，６３３２９，８４２大缶計

１０９．６１，１２９２１，０８０その他

８４．８２１７４，８７５ジャム

１０９．４９７１，８０１トマト

８２．４１９０２，０８５たけのこ

（大缶）

９５．４２７，９８０２０５，３２７飲料除く丸缶計

９３．９４０２，１２１２，４９６，２７４丸缶計

９３．８３７４，１４１２，２９０，９４７飲料缶

９３．６５，１４６３７，８５８調理・特殊缶

１０７．７１，４０５６，８２８食肉缶

７５９１７７ジャム

９６．０３，５２２９９，５９４野菜缶

９７．８３，０４３２８，１５４果実缶

９４．５１４，８５５９８，７１６水産缶

（丸缶）

前年比
（％）

実箱
（千箱）

内容重量
（ｔ）

■１９年の缶詰・びん詰・レトルト食品生産量■
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国
分
グ
ル


プ
本
社
は

７
月
１５
日
に

東
京
・
帝
国

ホ

テ

ル

で

﹁
国
分
輸
入

洋
酒
展
示
試
飲
会
﹂
を
開
催
す

る

１９
日
に
報
道
発
表
し
た


開
催
に
当
た

て
は

ホ
テ
ル

側
と
も
綿
密
な
打
ち
合
わ
せ
を
重

ね

感
染
防
止
対
策
を
徹
底

事

前
予
約
で
時
間
ご
と
の
来
場
人
数

を
制
限
し

３
密
状
態
を
回
避
す

る
こ
と
や

試
飲
ボ
ト
ル
等
で
の

接
触
を
避
け
る
た
め
提
供
方
法
を

工
夫
す
る
な
ど

万
全
の
体
制
を

取
る


会
場
で
は

国
分
グ
ル

プ
が

取
り
扱
う
各
国
の
ワ
イ
ン
や
ウ
イ

ス
キ

・
リ
キ


ル
な
ど
約
３

０
０
ア
イ
テ
ム

厳
選
和
酒
や
オ

リ
ジ
ナ
ル
食
品

昨
年
グ
ル

プ

化
し
た
ヌ

ヴ

ル
・
セ
レ
ク
シ


ン
の
厳
選
ワ
イ
ン
な
ど
を
紹
介

す
る


コ
ロ
ナ
禍
で
食
品
業
界
で
も
イ

ベ
ン
ト
自
粛
が
相
次
い
で
い
た

が

緊
急
事
態
宣
言
の
解
除
後


１９
日
に
は
国
内
移
動
制
限
が
解
か

れ

少
し
ず
つ
経
済
活
動
が
動
き

始
め
た


同
社
で
は
﹁
酒
類
業
界
の
早
期

復
興
と
自
粛
ム

ド
か
ら
の
打
開

の
意
味
も
込
め

本
展
示
試
飲
会

を
通
じ
て
貢
献
し
た
い
﹂
と
い

う

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愛知県の西三河エリアが食品スー

パーマーケット（ＳＭ）の新たな激

戦区になっていきそうだ。マックス

バリュ（ＭＶ）東海、バロー、平和

堂など地場ならびに域外の有力チェ

ーンが今秋、複合商業施設の開業に

伴い相次いで店舗をオープンする。

中でも、ＭＶ東海は今後の出店戦略

上、同地区を重点地域と定めてお

り、競合環境の激化は避けられな

い。勢力図の塗り替えが、どのよう

に進んでいくのか注目される。

豊
田
市
の
﹁
四
郷
ス
マ


ト
タ
ウ
ン
﹂
︵
仮
称
︶
と
岡

崎
市
の
﹁
イ
オ
ン
タ
ウ
ン
岡

崎
美
合
﹂
で
は

Ｍ
Ｖ
東
海

が
出
店

一
方

岡
崎
市
に

開
業
す
る
﹁
岡
崎
駅
南
複
合

商
業
施
設
﹂
︵
仮
称
︶
に
は

バ
ロ

が
オ

プ
ン
す
る


さ
ら
に

西
三
河
に
隣
接

す
る
東
郷
町
で
は
﹁
ら
ら
ぽ


と
愛
知
東
郷
町
﹂
︵
仮

称
︶
が
９
月
に
オ

プ
ン
を

予
定

中
部
エ
リ
ア
で
は
最

大
規
模
の
シ


ピ
ン
グ
セ

ン
タ

と
な
る
予
定
で

食

品
ス

パ

は
平
和
堂
が
入

る
西

三
河
エ
リ
ア
で
は

岡

崎
市
に
本
社
を
置
く
ド
ミ


を
は
じ
め

ヤ
マ
ナ
カ

ア

オ
キ
ス

パ


フ



ル

豊
田
市
地
盤
の
ス

パ


や
ま
の
ぶ
な
ど
地
場
食
品

Ｓ
Ｍ
が
店
舗
を
展
開

近
年

は

食
品
構
成
比
率
を
高
め

た
ド
ラ

グ
ス
ト
ア
の
侵
攻

も
進
ん
で
い
る


今
秋
グ
ラ
ン
ド
オ

プ
ン

予
定
の
﹁
四
郷
ス
マ

ト
タ

ウ
ン
﹂
は
豊
田
市
中
心
部
か

ら
北
に
位
置
す
る
愛
知
環
状

鉄
道
四
郷
駅
東
側
の
土
地
区

画
整
理
事
業
地
内

店
舗
面

積
約
９
千
�

食
品
ス

パ


は
Ｍ
Ｖ
東
海

そ
の
ほ
か

ホ

ム
セ
ン
タ

が
出
店


事
業
地
内
で
は

バ
ロ

ホ


ル
デ

ン
グ
ス
の
Ｖ
ド
ラ


グ
四
郷
店
と
家
電
量
販
店

が
す
で
に
営
業
を
開
始
し
て

い
る


﹁
イ
オ
ン
タ
ウ
ン
岡
崎
美

合
﹂
は

総
賃
貸
面
積
約
９

千
�

核
店
舗
は
Ｍ
Ｖ
東

海

家
電
量
販
店

ド
ラ


グ
ス
ト
ア

カ
フ

な
ど
専

門
店
２５
店
舗
の
出
店
を
予
定

し
て
い
る


﹁
岡
崎
駅
南
複
合
商
業
施

設
﹂
は

今
年
開
院
し
た
藤

田
医
科
大
学
岡
崎
医
療
セ
ン

タ

の
南
に
隣
接

店
舗
面

積
は
約
７
千
�

核
店
舗
の

バ
ロ

を
は
じ
め

ド
ラ


グ
ス
ト
ア

衣
料
品

飲
食

店
な
ど
が
出
店
す
る
計
画


﹁
ら
ら
ぽ

と
愛
知
東
郷

町
﹂
は

名
古
屋
市
港
区
の

﹁
み
な
と
ア
ク
ル
ス
﹂
に
続
き

東
海
３
県
で
２
か
所
目

店

舗
面
積
約
６
万
３
千
９
０
０

�
の
４
階
建
て

食
品
ス


パ

の
﹁
平
和
堂
﹂
を
は
じ

め

﹁
肉
の
丸
一
﹂
﹁
マ
キ

ハ
ラ
魚
市
場
﹂
な
ど
の
食
物

販
店
や
﹁
あ
つ
あ
つ
味
	
カ

ツ

美
濃
味
匠
﹂
﹁
鶏
三
和
﹂

な
ど
レ
ス
ト
ラ
ン
・
カ
フ


２０
店
舗

フ

ド
コ

ト
１６

店
舗
が
出
店
す
る
予
定


複
合
商
業
施
設
型
は
今
回

の
コ
ロ
ナ
禍
で
テ
ナ
ン
ト
部

分
が
長
期
休
業
を
強
い
ら
れ

る
な
ど
大
き
く
苦
戦
し
た


緊
急
事
態
宣
言
解
除
か
ら
完

全
回
復
ま
で
の
道
の
り
は
長

い
と
思
わ
れ
る
が

今
回
の

西
三
河
エ
リ
ア
の
新
規
開
業

ラ

シ

が
起
爆
剤
と
な


て
東
海
地
区
全
体
に
波
及

し

地
域
経
済
が
活
気
を
取

り
戻
す
き

か
け
と
な
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
る

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愛愛知知県県 西西三三河河地地区区

複合商業施設相次ぐ開業で競合参入
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輸輸
入入
洋洋
酒酒
展展
示示
試試
飲飲
会会
��来来
月月
開開
催催

感
染
対
策
を
徹
底


自
粛
ム

ド
打
開
へ

国分グループ本社

キリンビール

１０月１日から 缶・びんで

製製造造時時期期表表示示をを年年月月にに変変更更

新
社
長
に

き

う
の
主
な
内
容

﹁
地
域
経
済
再
活
性
へ
第
一
歩

�
ウ
イ
ズ
コ
ロ
ナ
�
食
品
流
通
の
在
り
方
﹂

︵
中
部
流
通
特
集

４

８
面
︶

一一
般般
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料料
缶缶
びび
んん
詰詰

４４
千千
万万
箱箱
割割
りり
込込
むむ

原
料
事
情
悪
化
で
減
産
続
く
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１１９９
年年
のの
缶缶
詰詰
生生
産産
量量

種
村
洋
一
郎

専
務

菊

水
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